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休校など今までにない嵐のような一学期が終わり、短い夏休みを挟んで２学期へと突入しました。 

また一緒にがんばっていきましょう。 

 

 

 

 マスクの装用が当たり前になり、聞こえにくさのある子どもたちは、これまで以上に困っています。 

聾学校では、通常通り相談を受けています。職員が感染対策をした上で、直接学校にお伺いし、先生方

と情報交換していますので、ぜひご相談ください。 

オンラインでの相談も受けていますので、ご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナ禍のため、８月６日 ZOOMを使ってオンラインでの研修を行いました。 

群馬大学の金澤貴之先生を講師にお迎えし、「学校での合理的配慮」について地域の先生方と一緒に 

お話を伺いました。 

ZOOMは初めてという教室もあったので、事前に接続確認をしました。「意外と簡単ですね」と、安心

されたようでした。 

当日は、みなさん熱心に講演に耳を傾けていました。講義の中では、コメントの挿入機能を使って、先

生からの質問に対して参加者からダイレクトにメッセージが送られ、金澤先生がそれについてお話しした

り、講義内容について参加者が質問したりして、会場で行っているかのような臨場感のある講義となりま

した。 

新しい形の研修が今後も拡がっていくとよいと思います。 
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本人大丈夫って言うし、うなずいているけど、

今の内容本当にわかっているのかなあ？ 
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               巨大な台風がやってきたり、ゲリラ豪雨に見舞われたり、いつ大きな

災害がやってくるかわからない、そんな時代になりました。そして新型

コロナウイルス感染症の対策と心配はつきません。 

               みなさんはそんな時、自分はどこの避難所に逃げるのか、何を持って

行ったらいいのかなど知っていますか？   

 

                       

 

                        

補聴器の予備の電池や、人工内耳の充電器を避難用の袋 

にいれていますか？ 

 過去の災害では、このようなことがあったそうです。 

 

Ｈ３０北海道地震 

避難所に避難したところ、救援物資の中に補聴器用電池が 

 あり、助かった。しかし、人工内耳を充電する発電機が届く 

 まで時間がかかり、人工内耳を使えなかった。 

 

 Ｒ１千葉の台風 

  避難せず、自宅で過ごそうとしたが、停電で人工内耳の充電 

 ができなかった。聾学校から遠いが、電気の使える祖父母宅か 

 ら通学した。 

 

  以上の例から、人工内耳の充電を考えておく必要があります。 

 人工内耳購入時に、充電池の他に「空気電池用電池フォルダ」 

 というものがついています。これがあれば、空気電池で人工内 

耳が使えます。 

 もちろん、停電しなければ人工内耳も、補聴援助システムも 

充電できます。（充電器は必ず必要です） 

 

７月末から、大﨑の後を、大野が引

き継ぐことになりました。昨年度まで

本校中学部に在籍しておりました。 

どうぞよろしくお願いします。 

          大野 佳代子 

 


